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■研究報告

ある精神科医の病跡

ガエタン ･ドゥ ･クレランボーについて

小 泉

Ⅰ は じめ に

1934年11月17日,パ リ近郊マラコフのダニク

ール通りに住むプジャード博士夫人の土曜の朝

の静寂は,一人の取り乱した老婦人の突然の訪

問によって破られた｡それは,同じ通りに住む

友人の女中の時ならぬ来訪であった｡あえぎな

がら彼女は言った｡｢だんな様が---勧自害 な

されたのです｡｣

肘掛け椅子に身を沈め,両足を壁にもたせか

け,椅子が動かないように,後方をベッドで固

定し,そして,｢鏡｣ に対峠して, 口の中にピ

ストルを撃ち込み即死であった｡弾 は後頭部

を貫通していた｡このドラマは,ほどなく警察

の知るところとなり,警察医が現場に赴いた時

には,遺体の右かたわらにはピストルが,左か

たわらには鼻メガネが落ちていた｡ この 日の

朝,彼は,友人某博士に宛てた手紙 を したた

め,遺言状を書き上げ,それから,｢突撃で も

するかのように｣寝室-駆け上り,そして,こ

の惨事となったのである｡

これが ｢熱情妄想病｣の細轍な記載や ｢精神

自動症｣の理論構築により,その名を後世に残

した天才的精神科医ガェタン･ガスィアン･ド

ゥ･クレランボーの最期の状況である｡ ｢フラ

ンスにおける20世紀初頭の最も偉大な精神科医

の一人｣1)に数えられる彼は,わが国では,パ

リ警視庁医務局における名人医師としてその名
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が知られているが,彼の人柄,伝記,また詩や

デッサンを物する芸術家としての側面,アラビ

ア布のドレープに関する独創的な民族学者とし

ての横顔は,ほとんど知られてはおらず,わず

かに武正6)による ｢クレランボーとその死｣と

題する論文により,彼の晩年の様子と死の状況

とが透見できる程度である｡

1914年から1918年までの間,軍医としてあら

ゆる前線に出陣した彼は,モロッコ,ギ リシ

ア,近東諸国などで,その土地,その土地の風

習に興味をひかれ,特に,アラビア婦人服の撮

寡,デッサンは数万点にも達し,その大部 分

は,死後,パ リの ｢人類学博物館｣に寄贈され

ている｡彼は,1923年10月より1926年の突然の

理由不明の追放までの間,パ リの ｢国立美術学

校｣で,アラビア服のドレープの理解,ひだの

正確な取り方についての講義を行な い,｢パ リ

警視庁医務局｣において得たと同様の熱烈な聴

衆を ｢美術学校｣においても兄い出した｡年に

1度は,ソルボンヌの ｢民族学会｣で新発見,



10 日本病跡学雑誌 第25号

新説を発表していたのである｡

われわれは,当論文において,わが国では今

まであまり知られることのなかったドゥ･クレ

ランボーの生涯について,特に彼の精神医学と

民族学における創造の源泉と,彼の死の秘密に

ついて,彼の生い立ちを想起しながら述べて行

くことにしたい｡

ⅠⅠ 生 い 立 ち

ガェタン･ドゥ･クレランボーは,1872年7

月2日,フランスの中央部シェ-ル県の県庁所

在地ブールジュに生まれた｡父は,登録検査官

の地位にある役人であったが,考古学に造詣が

深く,リム-ザン地方の要塞 トゥルノエル城に

ついてのデッサンと研究論文のいくつかを物す

るはどの人であったという｡ 父方の祖先は何世

紀にも亘るトゥ-ルの古い家系に属し,トゥ-

ルとその一帯で行政官の職を独占していた｡彼

らは, 自らの領地を耕し,｢アンシアン･レジ

ーム｣下の地方貴族たちの習わしとして,軍隊

を国王-の奉公のために献上していたという｡

また家系図を見ると,父方祖先が哲学者デカル

トと直接に血縁がつながっている｡クレランボ

ーの父エドゥアールは,1968年35歳の時,シャ

ルル10世の宮廷に仕えていた古い貴族サン･シ

ャマン伯爵の令嬢で当時25歳とも15歳ともいわ

れる,うら若く気高い女性と結婚した｡これが

われわれのガエタンの母となる人である｡彼女

の家系図を見るとまず曾祖母が,フランス･ロ

マン主義の4大詩人の一人アルフレッド･ドゥ

･ヴィニーの従姉妹にあたり,また,彼女の家

系とロマン主義のもう一人の詩人アルフレッド

･ドゥ･ミュッセとの問にも遠い血のつながり

があるという｡ガエタンの両親にはガェタンの

ほか二人の子供がいた｡一番上がマリーという

ガェタンより2歳年上の姉であるが7歳の時に

死亡,ロジェという弟は,結婚はしたものの嫡

子のないまま1933年に死亡,その翌年ガェタン

自身も独身のまま自らの命を絶ったためクレラ

ンボーの家を継ぐ者はなく,家系はここで途絶

えた｡

ガェタンの誕生から13歳の秋までの記録は,

母親4)の手によって為されている｡ そこからう

かがわれることは,ガェタン自身,並はずれた

神童ではなく,何事にも旺盛な興味を示す普通

の利発な子供であるということである｡ 2歳半

ばで言葉を完全に修得し,母親に読み書きを教

えてくれとせがむほど,知的好奇心にあふれて

いた｡一カ月間でアルファベットと数字を覚

え,何なくそれらを組み合わせることができた

という｡ しかし,この急速な知的発達は,生来

の病弱さのため中断された｡はじめのうちは,

ハシカ,狸紅熱といったありふれた子供の感染

症を罷患していたが,1878年6歳頃には,冒,

心臓,胃部に,奇妙な痛みの走る病が起こった

ことが記されている｡ これが,｢水療法｣で消

過したことから,病を ｢神経因性｣とみなすこ

ともできようが,ともかく,彼の前途に,幼年

時代からすでに何か不穏なものが立ちこめてい

たことが指摘されよう｡

幼年時代,青春時代のクレランボーの教育

は,カトリックに深く根づいたものであった｡

｢フランシスコ修道会の礼拝堂では,キリスト

の聖体大祝日の行列が練り歩いていた｡白い衣

をまとった童女たちが芳しい臭いを放つバラの

枝をいくつも地面に撒き散らして いた｡す る

と,聖歌隊の子供たちの赤い行列に先導された

聖体行列が進んで来た｡その中の一人の幼ない

男の子が皆の注目を集めた｡驚くほどの威厳が

その顔にあり,その動きは宗教的リズムに揺

れ,まるでその子の動作のそれぞれの中に,そ

の子の魂があるように見えた｡このような赤い

服を着たのは,この時が初めてであり,このま

ばゆい色彩を彼は,一生にわたって愛し続ける

のであり, この色彩はまた彼の芸術家の夢を

包むことになるのである｡｣4)学校での最初の最

優秀賞のほうびとして ｢礼拝堂士官｣に任命さ

れ,ミサ答えをし,燭台に灯をともす栄誉を与

えられたことが,母の手記によって知られてい

る｡

遠い極東の地のスポーツ ｢柔術｣をもこなす

ほどのスポーツ愛好家としての彼の萌芽は,4

歳の頃,大司教区の庭も狭Lと木馬を走らせた



1983年4月

幼ない姿に見てとることができよう｡木馬は,

10歳の頃にはロバに替り,そして,成人して後

の,卓越した馬術家として幾多の戦役で武勲を

あげる愛国的軍人として結実するのである｡馬

術家としてのクレランボーの姿は,親戚筋にあ

たるドゥ･ラ･リグィエール将軍のクレランボ

ーの父に宛てた手紙からうかがわ れ る｡｢親愛

なるエドゥアールよ,今朝,森で御子息に会っ

たが,あれはケンタウルスだね｡｣

1885年,クレランボーは,スタニスラス高等

中学校第3級に入学,生まれて初めて両親から

離れた生活が始まった｡理工科大学生になると

いう将来の夢の実現の第一歩としてのこの学校

の制服を身にまとうことは嬉しかった｡すぐに

学業にも頭角を現わし,100人の生徒中,数学は

1位,ギリシア語は5位であったという｡11個

の賞を獲得して両親の待っているゲレに戻った

時,母親は,どんなに狂喜して息子を迎えたこ

とであろうか.′ そのことは,躍動する彼女の

文体からうかがい知ることができる｡そして,

1885年10月で,母親の手記は終わっている｡

111 青 年 時 代

13歳以降のクレランボーの生涯についての詳

細はわれわれには伝わっていない｡ただ,大学

人学資格 (バカロレア)を,1887年と88年の2

年の間に取得していることが知られている｡高

等中学校卒業後は,多数のロマン派風の詩を物

したり,音楽にも傾斜したが,やはり特筆され

るべきことは,絵画に身を入れて打ち込んだこ

とであろう｡2年間も ｢造形美術学校｣のL･

0 ･メルソンの講義に通い,デッサンの研究に

めざましく励んだにもかかわらず,結局は,敬愛

する父親の希望を容れて ｢法律｣の勉強を始め

たのである｡しかし,これが終了するや否や,

家庭の経済状況の悪化を乗り越えて,パ リにお

いて,医学の勉強を開始したので あ る｡ そ の

間,第51歩兵連隊において兵役を行ない,ボー

ヴェに駐屯したことがあったという｡その後,

パ リ病院外勤医,セーヌ県立精神病院内勤医と

なり,急スピードで精神医学を専攻する｡医学

の勉強も終わりに近づいた頃,オース トリアの

ll

ある高名な伯爵夫人の下に1年近く住み込みで

勉強する機会に恵まれ,帰りにはドイツを旅行

している｡

1898年,26歳の時,セーヌ県立精神病院の内

勤医となった｡カブグラ,ロア,ミニョーなど

が同僚であったという｡1899年には,｢耳血腫｣

に関する学位論文を提出して い る｡1905年 に

は,パ リ警視庁医務局の副主任医師に任命され

ているが,クレランボー33歳のことである｡

ⅠⅤ 戦 場 に て

1914年から1918年の第一次世界大戦時,カメ

ラを担いだ一人の風変わりな軍医の姿があちこ

ちの前線に見られた｡戟閲の場面のほか,各地

方の風物,衣服などにカメラのシャッターが切

られた｡これが,前線におけるクレランボーの

姿である｡医師としてパ リに残ることをせず,

むしろ積極的にアフリカ行軍第1連隊に参列す

るためモロッコに赴いた｡ペルグラン将軍の命

令に従って闘ったが,他に,土着民を理解し,

これに治療を施すため,アラビア語修得に努力

を傾けた｡

彼の所属していた連隊の飛行隊長は,クレラ

ンボーが40歳を越えてなお常に前線で闘い,い

つも斥候を務めていたことを黄讃 して い る｡

｢彼は闘士,比類ない騎兵であった｡そして何

という勇気であろうか--･･｣4)

その後,彼は,マラリア撲滅対策使節に加わ

り,近東前線-と赴いた｡戦場で脚に重篤な傷

を受けた彼は,ギリシアのサロニカにあるマリ

ー ･ボナパル ト姫の病院で手当を受けたが,そ

の後は,モロッコのフェスでゆっくりと回復期

を過ごし,そこで種々の民族学的研究,特に,

アラビア布の ドレープの探求に明け暮れた｡

クレランボーは,熱烈な愛国者であった｡彼

には,戦場における武勲により ｢戦 争十字 勲

章｣,｢レジョン･ドヌール勲章｣などが授与さ

れている｡

Ⅴ パリ警視庁医務局とクレランボー

1920年,クレランボーは,パ リ警視庁医務局

の主任医師となった｡48歳の時である｡彼の研
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究が最も精力的,生産的に推進されたのは,こ

の時期である｡｢熱情妄想病｣そして ｢精神 自

動症｣に関する主要な著作が次々と発表された

のも,ここ,警視庁医務局においてであった｡

結局,クレランボーは,1905年から34年までの

29年間,途中,戦争による中断はあったが,こ

こで毎日,種々の患者の症例を観察,収集して

いたのである｡

パ リ警視庁医務局は,シテ島の中にある ｢パ

リ裁判所付属牢獄｣の近くの時計台河岸通りに

あった｡そこは,昼でも日が差すことはなく,

ほとんど1日中,灯りをともしていなければな

らなかった｡そこは,また,狭苦しく,男子用

独房が11,女子用独房が7つあるだけで,かつ

て,1871年までほ,(パリ)警視庁留置所 とい

う簡略な名前で呼ばれた所であり,狂人だけで

はなく,犯罪者,売春婦,不具者,浮浪者が次

次と運び込まれて来た場所だったという｡パ リ

警視庁医務局が ｢医療｣の目的のためにパリ警

視庁留置所から独立するのは,1872年,クレラン

ボーの生まれる約4カ月前の2月28日のルノー

警視総監の回状に拠っている｡しかしながら,

この2機構の分離の後でも両者の関係が全く絶

たれたわけではない｡両者を隔てるものは,1

枚の簡素なドアだけであった｡警視庁医務局の

患者たちは,2種類に大別されていた｡その大

部分は,まず,警察署から送られて来る者たち

で,警察の調書作製,また,医務的証明書発行

の依頼を目的とするものであり,残りは,ラ･

サンテ,ラ･プティット･ロケットなどの刑務

所,感化院から送られて来る刑事被告人や,刺

のすでに定まった犯罪者たちで,｢詐病｣ の判
断の依頼を目的として送られて来たものであっ

た｡医学的判断は,｢初診｣によってなされ る

のがしばしばで,患者の行動の観察がどうして

も必要な場合や,証人を呼んだり,調査の補充

をしなければならない場合に限って,滞留期限

が数日間延長されたという｡ クレランボー以前

の医務局の主任医師としては,ラセ-グ,ルグ

ラン･ドユ･ソール,ガルニ工,ドユプレが挙

げられる｡そして,ここ,警視庁医務局におい

て,19つ5年より死の前日まで,クレランボーの

桐眼が,患者たちを捕え続けたのであ る｡彼

は,午後2時から3時頃に,医務局 に現 われ

た｡午後いっぱいを患者の診察,症例の考察に

費やした｡彼の,患者の操作の仕方は繊細を極

め,ほとんど芸術の域に達していた｡彼の論敵

でさえ ｢金曜日の講義は,かなり不思議な,そ

して,非常に感動的な光景であったが, ここ

で,最も狭く,最もうす暗く,そして最も古ぼ

けた一隅における見事な臨床精神が展開した｡

---医務局の名人が口頭で講義を行なってくれ

たが,そこに,われわれの世代の全てが一心不

乱に駆けつけたものであった｣1)と描写してい

る｡彼の患者観察は,英語,ドイツ語,スペイ

ン語,そして,モロッコ戦役の際に修得したア

ラビア語などの博言家的知識によって実り豊か

なものとなっている｡

彼は,また,患者たちを ｢元のままで見る｣

ことを望み,内勤医たちが自分よりも先に患者

を診察することを許さなかった｡彼らが診察室

に入って来た時から観察が始まり,彼 らの態

皮,装いの下に隠された意味を即座 に把握 し

た｡日常の臨床場面では,尊大で気取った械黙

の患者に出会うことも少なくない｡ そん な時

は,わざとなれなれしい表現を使ったり,隠語を●●
使用したりもした｡｢これはまた,ろくでなし●●
- おっと失礼,親愛なるろく婦人でしたね｣

と彼が言うと,その婦人は微笑し,患者との接

触が成立するOもう一つのエピソードがある｡

医務局の ｢お客さん｣すなわ ち,｢累犯者｣の
操病患者が,ふざけて無言の状態に身を置き,

クレランボーに対峠した｡それには気づかない

風を装って,クレランボーは,いつまでも鉛筆

を削り続け,患者の様子をうかがっていたが,

この患者にはよくある言葉の爆発的流出が現わ

れない｡クレランボーは,放心したように患者

の顔を戯画的に描き始める｡患者は,とうとう

こらえきれずにデッサンを奪い取 り, こ う言

う｡｢クレランボー.′ お前いったい本気かよ｣

言葉の波がとめどなくあふれた｡彼の ｢天才的

聴罪司祭｣と呼ばれる由禄である｡

また,彼の魅惑的言辞,百科全書的学殖,潤

え去った部族にまで及ぶアラビア布のドレープ
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の逸話の挿入された冒険は,聴衆を魅了し,請

議が4時間,そして5時間に延長しても,倦む

ことがなかったという｡

ⅤⅠ 民族学者として

クレランボーには,｢精神自動症｣,｢熱情妄

想病｣の轍密な観察記載で知られる卓抜した精

神科医としての姿のほかに,民族学者としての

顔があるが,それは,ドレープの工芸的分野の

研究において際立っていた｡これは,｢え り留

め｣に関する仕事とギリシアのドレープにおけ

る花づな装飾ヘリの研究とに大別される｡クレ

ランボーの民族学者としての学殖は,彼の診察

場面にも顔をのぞかせ,その様子は,かつてそ

の場に出席したレオン･ミショーによれば次の

ようである｡ ｢医務局の 『お客さん』は,無限

に多様である｡ ドレープのある衣裳を着たアラ

ビア婦人がやって来るのを見るのはまれではな

い｡その時に,民族学を極め,美術学校におけ

る数多い講義を地中海諸国の 『ドレープ』の研

究に充てたというクレランボーの印象的な百科

全書的学殖が現われる｡彼はマントか ら トー

ガ,そしてアラビアの頭巾付外套-の移り変わ

りを明示してくれた--｣2'

彼は,実際,1912年と19年のモロッコ旅行以

莱,種々のアラビア衣裳を研究 し,部族,年

齢,宗教などによって,ドレープのニュアンス

がいかに異なるかを見ようとした｡それは,古

代のすでに失われた部族の衣裳のドレープに及

ぶことさえあった｡彼は,新旧の肖像画集をも

多数集め,ひだの秘密と額や肩に掛かるヴェー

ルの象徴的意味を詳細に調べ上げた｡闘いの傷

を癒すためにモロッコに滞在していた時,恥毛

を剃った青年の体にドレープを試着させていた

彼は,その後は,パリで,コンゴの写真,アッ

シリアの装飾帯,ビザンチンの写本で認めた衣

裳をマネキン人形に着せてみたのであった｡

美術学校に現われる時,クレランボーは,さ

まざまな小さな人形のいっぱい詰まった鞄を持

って来る｡その中から人形を取り出し,それに

ドレープを着せてみせる｡ 時には,人形にばか

りではなく,佐きたモデルにもアラビア布のド
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レ-プを着せる｡布地に恭々しく触わ りなが

ら,そのでき上がる様子に想像を巡らせ,その

技法を探ろうとする｡布地の原産地を訪ね,古

代の石棺の中に同様の物がないかと探し回る｡

東洋の布地の切れ端は,彼の研究の対象の全て

であり,ことに北アフリカ原住民の洗濯法に興

味を磨かれた｡彼の,豊富な資料と豊かな学殖

に裏づけられた熱情的にしてエキゾチックな講

義が,美術学校での聴衆の人気を博さないはず

はなく,満員のため,しばしば講堂の入口の鍵

を内側から下ろさざるを得なかったという｡し

かし,1923年から始まった評判の高いこの講義

も1926年,原因不明の理由により中断されてし

まったのである｡

そして,毎年,｢民族学会｣で,いくつかの

独創的な研究発表を行なっている｡

ⅤⅠⅠ クレランボーと女性

今夜は,一緒に夢を見よう

君が僕のもとを去って行く日のことを

僕たちを結びつけたのは偶然なのだ,

幸せになろう,僕たちはもう愛し合っては

いない｡

これは,15歳の時から清らかな愛を青くんで

来たある女性に対するクレランボーの失意の詩

の一節である｡20歳の彼に,女性に対する軽蔑

の気持が湧き上がり,ロマン主義と決別した彼

は,これから,孤独の中で,特有 の ｢女性蔑

視｣を形成して行く｡彼は,自ら,芸術家であ

ることを愛し,情感の装飾のない純粋に肉体的

な喜びの中に美的歓喜を兄い出 した｡彼 は,

｢愛｣という言葉を ｢調和｣という語のように

愛した｡愛は,彼にとって,もはや真の情感の

継続のない一時的な結合の形でしか存在しなか

った｡そして,1904年 ｢進め--日々の責務-

-･･･｣と歌った詩を最後にもはや再び詩作する

ことはなかった｡

彼は,自由と仕事の障害となる結婚を畏怖

し,必要な時に女性を呼ぶ以外,全く一人きり

の孤独な世界に沈潜して行った｡そして,さら

に種々な形で,彼の ｢女性蔑視｣の傾向を強め
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て行く｡医務局で,女性の内勤医を一人として

受け付けなかったことは衆知であるが,その他

にもこれを裏づけるエピソードがあ る｡彼 に

は,自分が育てたいく分かの評価を与えている

若い秘書がいたが,ある時,本棚の整理 のた

め,踏み台に上り,本を1冊ずつこの秘書に手

渡していた｡突然,この規則正しい儀式の進行

が止まった｡振り向くと,何とそこには垂れ下

がった髪をかき上げている彼女がいた のだ っ

た｡古い本を整頓すること,それは,敬慶な気

持によって行なわれるべき厳粛な行為であるの

に,それが分っていない.′ やはり女だ･･-･｡

クレランボーの ｢女性蔑視｣と,自己の官能

の充足のためにのみ女性を愛するとい う性 向

は,母性愛の必要のためにのみ息子を愛したよ

うにさえ見える高慢な母親から譲り受けたもの

であるように見える｡クレランボーと母との間

の分断は,かなり早期に起こった｡彼らの性格

は衝突せざるを得なかった｡母は息子を理解す

ることができず,母から離れた息子は,母に対

して,敬意の念のみを生涯抱き続けただけであ

った ｡

クレランボーの尊大にして魅力的な遊蕩者と

しての姿は,次の描写からうかがわれ る｡｢勇

敢な兵士は,栄光の負傷の回復期をフェスにて

過ごし,何もすることのない倦怠の日々を送っ

ていたが,それをいやしてくれたのは,魅惑的

なモール人女性たちであった｡酷熱の午後,二

人の若い姉妹が,---主人の下にやって来た-

-｣また,奇妙な弦章を誘う植物の芳香の満ち

あふれているパ リ近郊モンルージュの小さな別

荘でのなま暖かい夏の大気の中でクレランボー

は夢想する｡古代の赤い袖無し着を着た謎めい

た神である自分が,自分を待ってさまよってい

る女たちの影に,葉陰をかき分けて近づいて行

く-･･･｡すると,どこにでもあるようなありふ

れた近代的なパ リ近郊の空の下で,｢- 瞬間,

古代美の確固とした荘厳さが整え る,そ こに

は,ギリシア的官能の純粋な調和が,形体,動

作,色彩に結合してある｣4)クレランボーは,

忘れられた信仰の遅れてやって来た大司祭であ

る｡

ⅤⅠⅠⅠ そ の 人

｢パラノイアの年寄り.′｣これが彼のお気に

入りの自称であった｡限りなく多様な性質が跡

づけたいく千もの刻印の対比によって満ちあふ

れた厳しく尊大で気難しい顔貌をして いた彼

は,美しい形体をこよなく愛した反面,醜怪な

肉体を憎悪し,不具者を正視することがで き

ず,思わず視線をそらしてしまったことを告白

しているO 真実に対する燃えるような愛と,さ

さいな矛盾をも許すことのできない不寛容 さ

は,自らの論敵に対する激しく,そしていく分

かの軽蔑をも含んだ,時には決闘にまで発展し

かねない返答の形を取ることがあった｡知的領

域における彼の優越性故の高慢さは,特に完壁

なもので,白身で秘かに温めていたアイディア

が論敵たちに掠奪されていたと気づき,何度も

｢アイディアが盗まれる｣と繰り返し,ルヴォ

一･ダロンヌ,ジャック･ラカン,アンリ･ク

ロードなどを容赦なく攻撃した｡

しかし,このような頑固で気荒く厳格な面の

みからクレランボーを見ることは表面 的 に過

ぎ,彼に対する兵の理解から遠ざかってしまう

ことになる｡クレランボーは友情に厚かった｡

だが,彼の援助は目立つことなく,ほとんど匿

名であった｡経済的困窮に立たされていたある

画家は,ある日,戸口に差し出し人不明の封筒

を見つけた--｡仕事に恵まれなかった老画家

は,こうして,肖像画の注文を受け取ることが

できたのである｡彼の優しさは精轍で,常に隠

れたものであった｡患者たちにも愛情を注ぎ,

彼らのために時間と忍耐をさくことを惜 しま

ず,彼らの苦しみを柔らげ,最も不幸な人たち

には金銭の施しをしたことさえあった｡また,

自分の気高い血筋について,親しい友人たちに

さえ,これを語ることはなかった｡

ⅠⅩ 創造の源泉

インドの更紗,マドラス織,金銀で織った東

洋の布に対する執着と,等身大,あるいは,も

っと小型のろう製マネキン人形を家に飾り,毎

日それに着物を着せていたという話で人々の話
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題をさらった風変わりな医者は,布地にドレー

プに,いったい何を見ていたのであろうか｡こ

れを問う時,｢クレランボーは,自身で,恐 ら
く精神自動症を病み始めていたのであろう｣3'

という仮説が浮かび上がって来る｡｢これら(布

地)の探求は,精神自動症の構築に役立った探

求と同様の轍密な観察と厳格な論理性とによっ

て推進させられた｡この分野において,クレラ

ンボーは芸術家であった｡しかし,科学者の手

法を用いた芸術家であった｣4'これは,,&言す
れば,布地のドレープの理解,ひだの取り方の苦

心が,患者の呈する症状のひだ,陰影を見分け

る努力と重なることを意味し,彼の芸術家,氏

族学者としての目が,臨床場面にそのまま反映

していることを物語っている｡逆に言えば,忠

者の症状のひだ,レリーフを見る臨床医の桐眼

が,そのまま,アラビア布のドレープ,ひだを

見る芸術家のまなざしと一致するのである｡自

身が ｢精神自動症｣を病んでいたと推測される

彼の場合,結局は,自身に深く沈潜し,自身の

心のひだ,陰影を見極めた時かえって患者なら

びに,アラビア布のひだ,陰影がますます鮮明

に浮かび上がり,また逆に,患者や布地のレリ

ーフ,明暗に浸透することにより,さらに明瞭

に自分自身を兄い出していた,と言うことがで

きないであろうか｡奇妙なことには,パ リ美術

学校における東洋のドレープに関する講義の開

始された1923年10月から2カ月後に ｢精神自動

症｣の最初の公式な記録が発表され,1924年,

25年,26年と,年を追うごとにこの一致が顕著

になって行く｡1926年に,クレランボーは,美

術学校を追放され,1927年に,｢精神自動症｣
に関する医学論文が終結し,ここにおいて両者

の奇妙な併行関係は立ち切れている｡そしてこ

の年に,最初の眼症状が出現している｡

｢女性的なほど優美な,極度に感受的な感性

と肉体的快楽の深い感覚とを持っていた｣4'と

表現される彼は,布地とそして布地によって包

まれるマネキン人形とどんな感覚的関係にあっ

たのだろうか｡彼がなぜあれほどの情熱を傾け

て布地に執着する女性患者たちの症例を報告し

続けたのであろうか｡布地に触れることによっ
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て逆に布地に触れられ,マネキン人形の視線に

自身のまなざしの反映を見て取り,そこに ｢触

れる･触れられる世界｣(1emondedetouchト

ーouchant),｢見る･見られる世界｣(lemonde
devu-voyant),無制限の相互交流の世界が形

成され,ここに現実の女性と結ばれる場合と等

価な,いやそれよりももっと自己本位な,自閉

的,自己性欲的な官能の空間が開けてくる｡自

分と対話し続けるマネキン人形のまなざしによ

って包まれたこの ｢愛撫し･愛撫される｣閉じ

た円環の中で,痛みや侮蔑,悔恨や蓋恥,不安

や悌惚を伴った過去のさまざまな女性像が,そ

れぞれ複雑に,奇妙に溶け合い,変形してクレ

ランボーの中に目弦めく官能と共に廷えらなか

ったと誰が言えよう｡この世界の彼の官能の炎

こそ,彼の ｢熱情妄想病｣記載に注いだ情熱の

秘密である｡

Ⅹ そ の 死

すでに,1927年,55歳の時,クレランボーに

最初の眼症状が現われ,それが白内障によるも

のであることがわかるに及び,1934年1月,光

を求めて彼は南国スペインのパルセロ-ナに当

時名声の高かったバラケール博士を訪ねた｡手

術は成功するが,彼からは,彼が久しく愛し続

けた事物のレリーフの知覚が決定的に奪われた

のである｡｢まなざしをひだひだの深みのい く

千ものニュアンスの中に落とし,それを,調和

の取れた曲線の優美さの中に投げ込むことを喜

びとした芸術家は,事物を,もはや単一形の面

でしか捕えることができなくなった---彼の生

命の一部は崩壊した｣4'

眼の手術を受けた頃,同時に,頑固な脊椎関

節炎が彼を苦しめ,動くことができず,これが

癌性のものであることを恐れ,Ⅹ線照射 を受

け,最悪の診断を懸念しているという悲痛な手

紙をバラケール博士宛てに送っている｡その年

の夏,症状が柔らぎ,医務局で最後の力を振り

しぼって仕事を続けたが,視力は再び悪化し,

自己の膨大な研究資料をまとめ上げることは到

底不可能であることを知らされただ けで あ っ

た｡ある秋の日,紙片を力なく押しやり,秘書
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に ｢私はもう終わった｣と語ったという｡彼は

孤独であった｡古物商で買った絵は,実は自分

が盗んだのだ,という罪業念慮が出現した｡ll

月1日,最も親しかった某博士は,地方に職を

得てパリを去った｡死の前日,事務の手違いで

講義の通知が出されなかったため聴衆 は少 な

く,彼の姿は痛々しく見えた｡そしてその後,

この惨事となったのである｡

クレランボーが ｢二重身体験｣を病んでいた

ことを直接に物語る例証はわれわれには不足し

ている｡しかし,バラケール博士を ｢やせて活

発で微笑んでいるロマン派の芸術家風の男｣3)

と表現している部分は,彼自身の ｢心理 的分

身｣であるかのようである｡また,｢鏡｣ に対
峠してピストル自殺をする光景から,彼が ｢二

重身体験｣から無縁であるとはどうしても言え

なくなってくる｡われわれは,クレランボーの

死の直前の精神内界の動きを彼自身が考案した

｢精神自動症｣記載の中の,特に ｢第二人格形

成｣の観点からのぞいてみたい衝動に駆られて

くる｡

事物のレリーフの知覚を失ったクレランボー

の心象風景も,やはりその奥行きが狭まり,圧

迫された彼は,次第に身を置く場所を失って行

く｡共に広がりを失った現実空間と心象風景

は,境界が摩昧となり,融合して行き,薄暮の

中で,彼は少しずつ自殺へと傾斜して行く｡

｢鏡に向かって｣の部分から次のような考察

が引き出されてくる｡彼の気高い第一人格は背

景に退き,そのすきに第一人格から解離,派生

した自律的な,下燭で憎々しい第二人格が第-

人格を責めさいなみ,彼の内界では,｢動物性｣,
｢虚栄｣,｢敵意｣が優勢となっていく｡死の直

前,勇敢に庭で試し撃ちをし,部屋に突撃する

ように駆け上って行った光景から,われわれ

は,下品で淫奔な彼の第二人格を射殺しようと

する第-人格の最後の抵抗,復讐を見てとるこ

とができよう｡鏡の中に第-人格の死をすでに

先取りした第二人格に狙いを定め,これを確実

に抹殺しようとしたのだが,第二人格の死と同

時に第-人格も滅びてしまったのである｡｢自

殺｣とは,自らが自らを殺す ｢他殺行為｣であ

るとするならば,クレランボーの場合も,クレ

ランボーを殺したのは,やはり,クレランボー

である,と言うことができるのではないであろ

うか｡

ⅩⅠ おわ りに

一人の風変わりな天才的医者の生涯について

述べてみたが,彼の生涯は,彼がそう望んだよ

うに,秘密で被われ,時に,もやが晴れるよう

にその姿が現われることもあるが,たちどころ

に姿を没してしまい,その後には,彼の愛した

モロッコ産の薄荷の芳香が漂うだけである｡ ク

レランボー研究は,まだこれからだ,という印

象から免れ得ない由縁である｡また,モロッコ

･ロマンスの高い代償としての ｢梅毒説｣が彼

に対して語られないのはどうしてであろうか｡
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